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令
和
８
年
２
月
17
日
（
火
）
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
林

土
連
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

定
時
総
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
１
６
０
名
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
参
集
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
ご
来
賓
と
し
て
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
会
長
の
山
口

俊
一
衆
議
院
議
員
、
林
野
庁
か
ら
国
有
林
野
部
の
長
﨑
屋
圭
太
部
長
を
は
じ
め
と

す
る
林
野
庁
幹
部
の
皆
さ
ま
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
林
業
関
係
団
体

の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
定
時
総
会
に
併
せ
て
開
催
し
た
林
土
連
会
長
表
彰
授
与
式
及
び
林
野
庁

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
報
告
会
に
は
、
小
坂
善
太
郎
林
野
庁
長
官

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。 

定
時
総
会
は
、
木
下 

修
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
の
あ
と
、
新
谷
龍
一
郎
会

長
が
「
森
林
土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
山
間
奥
地
と
い
う
厳
し
い
施
工
条
件
の
下

で
の
工
事
に
加
え
、
近
年
の
建
設
資
材
の
価
格
高
騰
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以 

 

 

       

        

 

上
に
厳
し
い
環
境
の
元
で
の
企
業
経
営
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和

８
年
度
の
林
野
公
共
事
業
予
算
に
つ
い
て
は
、
増
額
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
と
な

っ
た
こ
と
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
る
。
林
土
連
で
は
、
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施

中
期
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
や
山
地
災
害
危
険
地
区
が
約
21
万
箇
所
に
増
加

し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、

適
切
な
事
業
の
実
施
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
。
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
の
山
口
俊
一
議
連
会
長
か
ら
は
、
「
令
和
８
年
度
の
林
野
公
共
事

業
予
算
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
く
中
、
昨
年
度
を
上

回
る
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
近
の
人
件
費
や
資
材
価

格
の
高
騰
に
よ
り
、
こ
れ
で
は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
今

後
と
も
必
要
な
事
業
量
に
見
合
う
予
算
を
し
っ
か
り
確
保
し
て
い
き
た
い
」
旨
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
林
野
庁
の
長
﨑
屋
国
有
林
野
部
長
か
ら
「
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
や
地

震
等
に
起
因
す
る
山
地
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
改
め
て
事
前
防
災
、
予
防
治
山

令
和
８
年
度 

林
土
連
定
時
総
会
を
開
催 

新谷龍一郎会長 

山口俊一議連会長 

長﨑屋国有林野部長 

島田日本林業協会会長 
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対
策
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
林
野

庁
と
し
て
は
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

国
土
を
保
全
す
べ
く
治
山
対
策
の
強
化
と

森
林
資
源
の
循
環
利
用
や
国
土
強
靱
化
に

資
す
る
林
道
の
開
設
・
改
良
を
計
画
的
に
推

進
し
て
い
る
。
ま
た
、
担
い
手
不
足
や
資
材

価
格
の
高
騰
な
ど
、
建
設
業
界
を
巡
る
厳
し

い
状
況
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
森
林
土
木

工
事
が
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
引
き
続

き
受
注
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
」
旨
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
日
本
林
業
協
会
の
島
田
泰
助
会
長
か
ら
、
「
各
地
で
頻
発
す
る
大
規
模

な
山
地
災
害
等
へ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
の
必
要
性
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
認
識
さ
れ
始
め
て
い
る
。
我
々
林
業
団
体
と
し
て
も
、
低
炭
素

社
会
に
向
け
た
木
の
都
市
づ
く
り
や
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
に
対
す
る
国
民

の
理
解
・
支
援
が
更
に
大
き
な
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
旨
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
議
長
に
東
京
林
業
土
木
協
会
の
河
津
市
元
会
長
を
選
出
し
て
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
の
「
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い

て
」
は
、
堂
本
専
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
水
本
監
事
か
ら
監
査
報
告

が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
考
と
し
て
先
の
理
事
会

で
決
定
し
た
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

続
く
第
２
号
議
案
「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」
は
、
す
で
に
理
事
会
で
選
定
さ

れ
て
い
た
理
事
候
補
者
15
名
及
び
監
事
候
補
者
２
名
が
異
議
な
く
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
改
選
で
新
た
に
、
九
州
林
業
土
木
協
会
の
牟
田
正
明
会
長
が
理
事

に
、
東
京
林
業
土
木
協
会
の
植
野 

正
副
会
長
と
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
の
安
藤

和
央
副
会
長
が
監
事
に
就
任
し
ま
し
た
。 

第
３
号
議
案
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
出
席
者
か
ら
特
段
の
提
起
は
な
か
っ

た
た
め
、
議
長
は
議
事
の
終
了
を
宣
言
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
田
中 

進
副
会
長

が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
定
時
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

   

定
時
総
会
終
了
後
、
第
２
回
理
事
会
を
同
会
場
内
に
お
い
て
開
催
し
、
新
た
な

林
土
連
の
三
役
を
決
定
し
ま
し
た
。
会
長
に
嶋
﨑
勝
昭
理
事
（
新
任
）
、
副
会
長
に

田
中 

進
理
事
（
留
任
）
、
三
尾
秀
和
理
事
（
新
任
）
、
戸
沼 

淳
理
事
（
新
任
）
、

専
務
理
事
に
堂
本 

整
理
事
（
留
任
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

定
時
総
会
及
び
第
２
回
理
事
会
を
経
て
選
任
さ
れ
た
新
し
い
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

会 
 

長 
 

嶋
﨑 

 

勝
昭 

（
一
社
）
四
国
林
業
土
木
協
会 

副 

会 

長 
 

田
中 

 
 

進 

（
一
社
）
青
森
林
業
土
木
協
会 

副 

会 

長 
 

三
尾 

 

秀
和 

（
一
社
）
名
古
屋
林
業
土
木
協
会 

副 

会 

長 
 

戸
沼 

 
 

淳 

（
一
社
）
函
館
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

新
谷 

龍
一
郎 

（
一
社
）
旭
川
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

五
十
嵐 

 

龍 

（
一
社
）
北
見
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

萩
原 

 

一
利 

（
一
社
）
帯
広
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

岸
本 

 

真
一 

（
一
社
）
札
幌
林
業
土
木
協
会 

河津議長 

令
和
８
年
度
第
２
回
理
事
会
を
開
催 
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理 
 

事 
 

那
須 

 
 

正 

（
一
社
）
秋
田
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

鈴
木 

 

秀
城 

（
一
社
）
前
橋
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

河
津 

 

市
元 

（
一
社
）
東
京
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

木
下 

 
 

修 

（
一
社
）
長
野
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

泉 
 

 
 

巌 

（
一
社
）
大
阪
林
業
土
木
協
会 

理 
 

事 
 

牟
田 

 

正
明 

（
一
社
）
九
州
林
業
土
木
協
会 

専
務
理
事 

 

堂
本 

 
 

整 

（
一
社
）
日
本
林
業
土
木
連
合
協
会 

監 
 

事 
 

植
野 

 
 

正 

（
一
社
）
東
京
林
業
土
木
協
会 

監 
 

事 
 

安
藤 

 

和
央 
（
一
社
）
名
古
屋
林
業
土
木
協
会 

     

定
時
総
会
に
併
せ
て
林
土
連
会
長
表
彰
授
与
式
及
び
林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に
長
年
に
わ
た
っ
て
協
会

の
発
展
に
寄
与
し
た
19
名
の
方
々
に
林
土
連
新
谷
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ 

れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
定
時
総
会
当
日
の
午
前
中
に
林
野
庁
で
実
施
さ
れ
た
令
和
７
年
度
林

野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
賞
２

点
、
林
野
庁
長
官
賞
24
点
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
林
土
連
会
長
表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
海
老
原 

孝
氏
（
函
館
林
業

土
木
協
会
）
、
林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
治

山
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
廣
濱
建
設
株
式
会
社
の
米
田
祐
司
氏

（
大
阪
林
業
土
木
協
会
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
今
回
の
受
賞
を
契
機
に
さ
ら
に
技
術 

                   

の
研
鑽
な
ど
に
務
め
た
い
と
の
御
礼
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。 

各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

林土連会長賞の授与 

小坂林野庁長官の祝辞 

謝辞を述べる海老原氏 

謝辞を述べる米田氏 

林
土
連
会
長
表
彰
及
び
林
野
庁
治
山
・
林
道 

工
事
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
報
告
会
の
開
催 
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○ 

林
土
連
会
長
表
彰
受
賞
者
（
19
名
） 

▽
旭
川
、
株
式
会
社
飯
島
組
、
大
塚
仁
志
▽
北
見
、
株
式
会
社
菊
地
組
、
菊
地
裕

暁
▽
帯
広
、
株
式
会
社
畑
下
組
、
高
橋
正
幸
▽
札
幌
、
一
般
社
団
法
人
札
幌
林
業 

                  

土
木
協
会
、
佐
藤
次
夫
▽
函
館
、
株
式
会
社
海
老
原
建
設
、
海
老
原 

孝
▽
青
森
、

工
藤
建
設
株
式
会
社
、
蜂
谷
剛
司
▽
秋
田
、
株
式
会
社
金
丸
建
設
、
伊
藤
靖
幸
▽ 

前
橋
、
株
式
会
社
後
藤
組
、
後
藤
幸
洋
▽
前
橋
、
南
波
建
設
株
式
会
社
、
南
波
将

彦
▽
東
京
、
株
式
会
社
鈴
木
組
、
杉
浦
要
一
▽
長
野
、
川
瀬
建
設
株
式
会
社
、
川

瀬
雄
一
▽
長
野
、
株
式
会
社
竹
花
組
、
矢
野
健
太
郎
▽
名
古
屋
、
中
越
興
業
株
式

会
社
、
山
下 

博
▽
名
古
屋
、
株
式
会
社
加
藤
工
務
店
、
加
藤
政
太
郞
▽
大
阪
、

株
式
会
社
長
田
組
、
長
田
道
典
▽
大
阪
、
株
式
会
社
風
組
、
風 

尚
樹
▽
四
国
、

片
田
丸
吉
建
設
工
業
株
式
会
社
、
山
﨑
秀
治
▽
九
州
、
大
政
建
設
株
式
会
社
、
森

山
澄
江
▽
九
州
、
株
式
会
社
七
組
、
岩
本
倫
尚 

  

○
林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル 

治
山
工
事 

［
農
林
水
産
大
臣
賞
］
１
名 

▽
大
阪
、
廣
濱
建
設
株
式
会
社
、
米
田
祐
司 

［
林
野
庁
長
官
賞
］
12
名 

▽
旭
川
、
株
式
会
社
西
岡
建
設
、
加
藤
健
一
▽
北
見
、
大
同
産
業
開
発
株
式
会
社
、

今
野
政
男
▽
帯
広
、
栗
林
建
設
株
式
会
社
、
河
西
健
一
▽
函
館
、
田
島
緑
地
前
川

コ
ル
ポ
ラ
ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
、
田
島
義
史
▽
青
森
、
田
中
建
設
工
業
株
式
会
社
、

田
中 

進
▽
秋
田
、
村
山
建
設
株
式
会
社
、
村
山
文
也
▽
前
橋
、
株
式
会
社
加
藤

組
、
加
藤
善
典
▽
東
京
、
佐
野
藤
建
設
株
式
会
社
、
佐
野
哲
也
▽
名
古
屋
、
加
藤

土
木
株
式
会
社
、
加
藤 

勝
▽
大
阪
、
八
峯
建
設
株
式
会
社
、
片
岡
直
和
▽
四
国
、

湯
浅
建
設
株
式
会
社
、
湯
浅
雅
喜
▽
九
州
、
株
式
会
社
坂
下
組
、
坂
下
利
一
郎 

 
 

各
賞
受
賞
者 

林土連会長表彰受賞者の皆さん 

（
協
会
名
、
企
業
等
名
、
氏
名
（
敬
称
略
）
の
順
に
掲
載
） 
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林
道
工
事 

［
農
林
水
産
大
臣
賞
］
１
名 

▽
旭
川
、
新
谷
建
設
株
式
会
社
、
新
谷
逸
生 

［
林
野
庁
長
官
賞
］
12
名 

▽
北
見
、
鐘
ヶ
江
建
設
株
式
会
社
、
高
橋
廣
志
▽
帯
広
、
小
針
土
建
株
式
会
社
、

小
針
武
志
▽
札
幌
、
株
式
会
社
勝
田
組
、
金
澤
政
章
▽
函
館
、
渡
辺
建
設
株
式
会

社
、
渡
辺
一
史
▽
青
森
、
株
式
会
社
山
下
組
、
菅
原
陽
一
▽
秋
田
、
山
科
建
設
株

式
会
社
、
山
科 

優
▽
東
京
、
小
野
建
設
株
式
会
社
、
小
野
大
和
▽
長
野
、
大
宗

土
建
株
式
会
社
、
杉
山
一
樹
▽
名
古
屋
、
ナ
ガ
イ
株
式
会
社
、
村
上 

勉
▽
四
国
、

有
限
会
社
松
元
建
設
、
松
元
秀
人
▽
四
国
、
魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社
、
五
百
藏
文

太
▽
九
州
、
株
式
会
社
大
坪
建
設
、
石
原 

堅 

                   
 

林野庁治山・林道工事コンクール（治山工事の部）受賞者の皆さん  

林野庁治山・林道工事コンクール（林道工事の部）受賞者の皆さん  
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林
土
連
定
時
総
会
及
び
林
土
連
会
長
表
彰
授
与
式
並
び
に
林
野
庁
治
山
・
林
道

工
事
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
報
告
会
終
了
後
、
多
く
の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
嶋
﨑
勝
昭
新
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
多
く
の
国
会
議
員
の
先
生
方
か

ら
力
強
い
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
林
野
庁
幹
部
の
皆
さ
ま
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
も
多
数
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
来
駕
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

              

  

 

１
月
22
日
（
木
）
海
運
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
令
和
８
年
度
第
１
回
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

理
事
会
で
は
、
冒
頭
、
新
谷
龍
一
郎
会
長
か
ら
「
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
が

概
算
決
定
さ
れ
、
林
野
公
共
事
業
費
は
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
２

８
１
４
億
円
を
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
予
算
の
確
保
に
尽
力
い
た
だ
い

た
各
協
会
、
そ
の
他
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
国
内
の
経
済
は
緩
や
か
な
回

復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
我
々
の
業
界
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
予
算
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
労
働
生

産
性
の
向
上
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
行
く
の
で
引
き
続
き
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

林
野
庁
国
有
林
野
部
の
長
﨑
屋
圭
太
部
長
か
ら
は
「
令
和
８
年
度
予
算
要
求
に

関
し
て
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
資
材
価
格
や
人
件
費
の
高
騰
も
あ
る 

 

        

令
和
８
年
度 

第
１
回
理
事
会
を
開
催 

嶋﨑新会長の挨拶 

懇親会の様子 

新谷会長の挨拶 

長﨑屋国有林野部長の挨拶 

定
時
総
会
及
び
関
連
行
事
終
了
後
に
懇
親
会
を
開
催 
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こ
と
か
ら
、
今
後
は
必
要
な
事
業
量
の
確

保
も
考
え
な
が
ら
予
算
編
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
選
ば
れ
る
森
林
土
木
に

関
し
、
歩
掛
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
改
正
を

行
う
予
定
。
森
林
管
理
局
へ
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
な
ど
を
通
じ
て
現
場
へ
の
確
実
な
周
知

を
進
め
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」
旨
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

理
事
会
で
の
主
な
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（1）
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
（
案
）
に
つ
い
て 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
（
案
）
の
説
明
及
び
監
事
か
ら
の
監
査
報
告

が
行
わ
れ
、
提
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

（2）
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
一
部
修
正
（
案
）
に
つ
い
て 

 

令
和
７
年
度
の
決
算
確
定
に
伴
う
予
算
の
一
部
修
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

（3）
役
員
の
改
選
に
つ
い
て 

 

役
員
選
考
委
員
会
で
決
定
し
た
三
役
の
候
補
者
案
を
第
２
回
理
事
会
に
提
出

す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

（4）
令
和
９
年
度
林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
に
つ
い
て 

 

令
和
９
年
度
の
林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
四
国
林
業
土
木
協
会

管
内
で
の
開
催
が
提
案
さ
れ
、
提
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
堂
本
専
務
理
事
か
ら
、 

① 

令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
活
動
報
告 

② 

令
和
８
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
事
業
計
画 

③ 

今
後
の
行
事
予
定 

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

理
事
会
終
了
後
は
、
林
野
庁
業
務
課
の
藤
原 

司
企
画
官
よ
り
所
管
事
項
に
つ

い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
、
奥
能
登
地
区
山
地
災
害
復
旧
対
策
室
の
尾
木
浩

典
室
長
よ
り
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
及
び
奥
能
登
豪
雨
に
よ
る
被
害
と
復

旧
対
策
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
多
忙
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
林
野
庁
の
皆
さ
ま
に

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

           
 

理事会の様子 

林野庁業務課 藤原企画官 

尾木復旧対策室長の講演 
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「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て
奮
闘
中
！ 

 
 

 
 

湯
浅
建
設 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

湯
浅
雅
喜 

（
四
国
林
業
土
木
協
会
） 

 

弊
社
は
高
知
県
安
芸
郡
馬
路
村
魚
梁
瀬
と
い
う
地
域
で
、
高
知
市
内
か
ら
車
で

約
二
時
間
程
か
か
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
今
で
は
「
柚
子
ポ
ン
酢
」
や
「
ご
っ
く

ん
馬
路
村
」
な
ど
の
柚
子
製
品
で
す
っ
か
り
お
馴
染
み
の
馬
路
村
で
す
が
、
村
の

総
面
積
の
約
九
十
六
％
を
山
林
が
占
め
、
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
で
あ
る
「
魚
梁

瀬
杉
」
を
有
す
る
林
業
の
村
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。 

か
つ
て
魚
梁
瀬
地
区
に
は
、
の
ち
の

林
野
庁
長
官
と
な
る
人
材
が
赴
任
し

て
く
る
よ
う
な
全
国
を
代
表
す
る
大

き
な
営
林
署
が
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代

に
は
千
人
を
超
え
る
人
々
が
魚
梁
瀬

地
区
で
生
活
し
、
多
く
の
住
民
が
林
業

に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
昭
和
三
十
八
年
の
魚
梁
瀬

ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
集
落
の
水
没
に
始 

         

ま
り
、
長
く
続
く
木
材
不
況
な
ど
に
よ
る
林
業
の
衰
退
、
平
成
十
一
年
に
は
魚
梁

瀬
営
林
署
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
百
人
ち
ょ
っ
と
の
集
落
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

弊
社
は
、
そ
ん
な
魚
梁
瀬
地
区
で
土
木
建
設
業
者
と
し
て
地
域
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
本
年
で
設
立
五
十
七
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
販
売
、
産
業
廃
棄
物
処
理
の
子
会
社
を
含
め
社
員
は

約
四
十
名
で
、
主
に
森
林
管
理
署
発
注
の
治
山
・
林
道
工
事
を
中
心
に
、
県
道
や

村
道
の
防
災
、
災
害
復
旧
な
ど
の
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
工
事
を
受
注･

施
工
し

て
い
ま
す
。 

こ
れ
以
上
な
い
く
ら
い
の
僻
地
に
あ
る
建
設
会
社
で
す
が
、
時
代
の
波
は
ど
こ

に
い
て
も
等
し
く
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
測
量
な
ど
の
作

業
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。 

弊
社
は
早
期
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
当
初
は
年
配
の
技
術
者

や
技
能
者
に
と
っ
て
は
多
く
の
負
担
に
な
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
場
か
ら
は
「
楽
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
、
測
量
で
使
う
あ
る
機
器

会
員
か
ら
の
声 

馬路村魚梁瀬地区 

 

千本山の魚梁瀬スギ 

 



             林 土 連 会 報           10 

 

は
、
「
も
う
こ
れ
が
な
い
と
よ
う
せ
ん
」
と
言
う
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

な
ん
と
か
時
代
に
つ
い
て
い
か
な
く
て
は
、
と
い
う
思
い
で
し
た
が
、
社
員
の

方
が
時
代
の
先
端
を
走
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
概
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ

て
、
大
変
頼
も
し
く
、
ま
た
、
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
変
革
の
な
か
で
も
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
弊
社
が
重
要
視
し
て
い
る

仕
事
の
一
つ
に
、
県
道
の
緊
急
対
応
工
事
が
あ
り
ま
す
。
馬
路
村
の
入
口
か
ら
魚

梁
瀬
地
区
ま
で
の
道
の
り
は
県
道
魚
梁
瀬
公
園
線
の
一
本
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

年
間
降
水
量
が
四
千
ミ
リ
を
超
え
る
日
本
有
数
の
降
水
量
を
記
録
す
る
地
域

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
落
石
、
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
が
頻
繁
に
発
生

し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
こ
の
地
域
は
完
全
に
陸
の
孤
島
と
な
り
ま
す
。 

夜
中
に
「
木
が
倒
れ
て
道
が
通
れ
ん
、
帰
れ
ん
き
な
ん
と
か
し
て
」
な
ん
て
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
弊
社
の
出
番
で
す
。
直
ち
に
建
設
機
械
を
現
地
に
搬
入

し
、
早
期
の
通
行
確
保
を
図
り
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
局
面
で
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
技
術
力
は
、
長
年
に
わ
た
り
森

林
土
木
工
事
で
山
と
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た

も
の
で
す
。
時
間
に
追
わ
れ
る
厳
し
い
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
か
ら
「
頼

り
に
さ
れ
て
い
る
」
と
実
感
す
る
と
と
も
に
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
地
域

へ
の
恩
返
し
と
の
思
い
で
日
々
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

全
国
の
林
業
土
木
協
会
会
員
企
業
の
皆
様
の
中
に
は
、
弊
社
と
似
た
環
境
の
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

近
年
は
、
ど
の
業
界
に
お
い
て
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
や
は
り
人
手
不
足
に
は
一
層
拍
車
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
弊
社
も
週
休
二
日
制
や
賃
金
ア
ッ
プ
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
省
力
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
高
知
市
内
か
ら
遠
く
離
れ
た
中
山
間
地
域
に
拠
点
を
置

き
、
現
場
条
件
の
厳
し
い
森
林
土
木
工
事
が
中
心
の
弊
社
に
と
っ
て
人
材
確
保
は

よ
り
厳
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
土
木
工
事
の
技
術
継
承
を
途
絶

え
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
現
場
条
件
の
厳
し
さ
故
に
、
特
殊
な
技
術
・

技
能
を
求
め
ら
れ
る
場
面
が
多
く
、
ま
た
そ
の
技
術
・
技
能
は
一
朝
一
夕
に
習
得

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

職
場
環
境
の
更
な
る
改
善
、
新
技
術
の
導
入
、
効
率
化
を
図
り
、
な
ん
と
か
次

世
代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
が
弊
社
の
重
要
な
使
命
だ
と
思
う
と
と
も
に
、
地
域
の

守
り
手
と
し
て
、
地
域
の
明
日
を
築
き
、
支
え
て
い
く
建
設
会
社
で
あ
り
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

               

令和７年度林野庁長官賞を受賞した治山工事 
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○ 
黒
瀬
（
ケ―

22
ほ
か
）
渓
間
工
事 

施
工
者 

廣
濱
建
設
株
式
会
社
（
大
阪
林
業
土
木
協
会
） 

 

各
種
作
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
計
画
的
な
工
程
管
理
や
施
工
管
理
を

行
い
施
工
性
、
安
全
性
及
び
精
度
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生
産
性
向
上

に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
型
枠
や
足
場
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
な
ス
ラ
イ
ド
式
型
枠
を
採
用
し
、
型
枠
を
転
用
す
る
際
の
解
体
・
再
設
置

の
省
力
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
社
会
貢
献
と
し
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
に
関
す
る
見
学
会
を
発
注
者
及
び
他
の
事
業
者
を
対
象
に
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
の
効
果
に
つ
い
て
共
有
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。（
「
令
和
７
年
度
治
山
・
林
道

工
事
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
の
経
過
紹
介
」
よ
り
） 

          

○
奥
名
寄
林
道
災
害
復
旧
工
事 

施
工
者 

新
谷
建
設
株
式
会
社
（
旭
川
林
業
土
木
協
会
） 

 

各
種
作
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
計
画
的
な
工
程
管
理
や
施
工
管
理
を
行
い
、

施
工
性
、
安
全
性
及
び
精
度
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生
産
性
向
上
に
向

け
た
取
組
と
し
て
は
、
大
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
車
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

打
設
時
の
移
動
を
軽
減
し
、
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現

場
環
境
改
善
に
も
工
夫
が
見
ら
れ
、
施
工
現
場
に
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
設
置
し
、
通

信
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
高
性
能
ク
ラ
ウ
ド
Ｌ
Ｔ
Ｅ
カ
メ
ラ
の
使
用
を
可
能

と
し
、
会
社
等
と
常
時
現
場
映
像
を
共
有
し
、
安
全
管
理
の
徹
底
が
図
ら
れ
て
い

ま
し
た
。（
「
令
和
７
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
の
経
過
紹
介
」
よ

り
） 

            

林
野
庁
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
工
事
の
紹
介 

コンクリート谷止工２基 

１号箇所 

２号箇所 

第９号コンクリート谷止工 
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１
 

月
22
日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
24
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会 

１

 

月
28
日
（
水
） 

森
林
土
木
事
業
設
計
・
施
工
関
係
団
体
連
絡
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

２
月

 

２

 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

２

 

月
17
日
（
火
） 

令
和
８
年
度
定
時
総
会
及
び
関
連
行
事 

（
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
） 

第
２
回
理
事
会 

３

 

月

 

２

 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

  

４
月

 

２

 

日
（
木
） 

第
１
回
技
術
・
安
全
委
員
会
（
リ
モ
ー
ト
） 

９

 

月

 

８

 

日
（
火
） 

第
３
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

９

 

月

 

９

 

日
（
水
） 

事
務
局
長
会
議
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

10
月
20
日
（
火
）
～
21
日
（
水
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
（
新
潟
市
） 

11
月
16
日
（
月
） 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
17
日
（
火
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月

 

18
日
（
水
） 

２
０
２
６
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

12
月

 

８

 

日
（
火
） 

第
４
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

令
和
９
年 

 

１

 

月
21
日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
25
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会 

 

２

 

月
17
日
（
水
） 

令
和
９
年
度
定
時
総
会 

（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
） 

 

◎ 

２
月
17
日
に
行
わ
れ
た
令
和
８
年
度
林
土
連
定
時
総
会
に
は
、
多
く
の
会
員 

 
 

の
皆
様
方
に
参
集
い
た
だ
き
、
一
連
の
行
事
を
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
多
忙
の
中
、
来
賓
と
し

て
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
の
山
口
会
長
、

林
野
庁
の
小
坂
長
官
は
じ
め
多
く
の
幹
部
の
皆
様
方
に
も
ご
出
席
を
賜
り
ま

し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎ 

今
回
の
定
時
総
会
及
び
第
２
回
理
事
会
に
お
い
て
、
役
員
の
改
選
な
ら
び
に

三
役
の
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事
及
び
監
事
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
２
年
間
に
わ
た

り
本
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

◎ 

ま
た
、
４
期
８
年
の
長
き
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
新
谷

理
事
に
は
、
こ
れ
ま
で
本
会
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
理
事
と
し
て
引
き
続
き
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●

 

● 

協 

会 

の 

主 

な 

動 

き 

●

 

● 

●

 

● 

今 

後 

の 

予 
定 

●

 

● 

●

 

● 

編 

集 

後 

記 

●

 

● 

一
般
社
団
法
人 

日
本
林
業
土
木
連
合
協
会 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二―

一
四―

二 

山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
三
階 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
三―

三
五
八
一―

七
七
〇
四 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
三―

三
五
八
〇―

八
四
〇
三 

h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
 

発
行
者 

 

堂 

本 
 

整 
 


